
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は鋼管杭の頭部の接続 に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
鋼管杭１１の頭部は、図２に示すように、フーチング基礎１２のなかに埋設されるととも
に、鋼管杭１１からフーチング基礎１２にかけては連結筋１３が配筋されている。また鋼
管杭１１の鋼管頭部の内面には、フーチング基礎とのずれ止めをするずれ止め具１４が、
下げ止め片１５とともに現場すみ肉溶接で取り付けられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記のようなずれ止め具は単なるリングであるため、鋼管杭とフーチング基礎と
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地盤に打設した鋼管杭の鋼管頭部内の土を除去し、該土を除去した鋼管頭部の内周面にス
タッドボルトを上下に二段以上突設し、該スタッドボルトに、縦筋と帯筋とからなる連結
筋をその上部が鋼管杭の上端から突出するように掛け止めするとともに、鋼管杭の頭部の
周りの地表面に基礎型枠を形成し、該基礎型枠と、鋼管頭部内とにコンクリートを打設す
ることを特徴とする鋼管杭の頭部の接続方法。

方法



のずれ止めが効果的にできず、かつずれ止め具の取り付けにも手間がかかった。
【０００４】
本発明は上記のような問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、鋼管杭と基礎との
ずれ止めが効果的にできるとともに、ずれ止め具も簡単に取り付けられる鋼管杭の頭部の
接続 を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
以上の課題を解決するための手段は、請求項１の発明が、

特徴とする。
【０００６】

【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、鋼管杭の頭部の接続構造およびその接続方法の実施の形態を図面に基づいて詳細に
説明する。図１の（１）は鋼管杭の頭部の接続構造の断面図、（２）は鋼管の断面図、（
３）は（２）のＡ－Ａ線断面図である。
【００１２】
図１の（１）は鋼管杭１の頭部とフーチング基礎２との接続構造の断面図を示し、地盤４
に打設された鋼管杭１の頭部がフーチング基礎２に埋設されるとともに、鋼管杭１から突
出した連結筋３がフーチング基礎２に埋設されている。
【００１３】
鋼管杭１の鋼管１ａの頭部内にはフーチング基礎２のコンクリート５が打設され、その内
周面に設けたずれ止め具７であるスタッドボルト６でフーチング基礎とのずれ止めを行っ
ている。このスタッドボルト６は、鋼管１ａの内周面に適宜間隔ごとに突設され、縦筋８
と帯筋９とからなる連結筋３の掛け止めもしている。
【００１４】
次に、鋼管杭１とフーチング基礎２との接合方法について説明する。まず、地盤４に打設
された鋼管杭１の鋼管１ａの頭部内の土を所定の深さまで除去する。そして、この土が除
去された鋼管１ａ内に作業者が入り、その内周面にスタッドボルト６をスタッド溶接で取
り付ける。このスタッドボルト６は上下２列に溶接するが、フーチング基礎２との接続強
度および、鋼管杭１の大きさに応じて２列以上溶接することもできる。
【００１５】
次に、縦筋８と帯筋９とからなる連結筋３を、その上部が鋼管杭１の上端から突出するよ
うにスタッドボルト６に掛け止めする。この鋼管杭１の上端から突出した連結筋３の上部
はフーチング基礎２に埋設される。
【００１６】
次に、鋼管杭１の頭部の周りの地表面に捨てコンクリート１０を打設し、その上にフーチ
ング基礎用の型枠（図示せず）を組立形成する。そして、この型枠内と鋼管１ａの頭部内
とにコンクリート５を打設して、鋼管杭１とフーチング基礎２とを一体的に接合する。
【００１７】
【発明の効果】
ずれ止め具に連結筋が掛け止めされたことにより、ずれ止め具と連結筋とで鋼管杭と基礎
とのずれ止めを効果的にできる。
【００１８】
鋼管杭の鋼管頭部の内面にスタッドボルトを簡単に設けることができる。
【００１９】
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方法

地盤に打設した鋼管杭の鋼管頭
部内の土を除去し、該土を除去した鋼管頭部の内周面にスタッドボルトを上下に二段以上
突設し、該スタッドボルトに、縦筋と帯筋とからなる連結筋をその上部が鋼管杭の上端か
ら突出するように掛け止めするとともに、鋼管杭の頭部の周りの地表面に基礎型枠を形成
し、該基礎型枠と、鋼管頭部内とにコンクリートを打設することを

鋼管杭と基礎とが簡単に接合できるとともに、ずれ止め具であるスタッドボルトを、鋼管
杭の頭部の内周面に簡単に取り付けることができる。



鋼管杭と基礎とが簡単に接合できるととともに、ずれ止め具を鋼管頭部の内面に簡単に取
り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（１）は鋼管杭とフーチング基礎との接合構造の断面図、（２）はスタッドボル
トを突設した鋼管の断面図、（３）は（２）のＡ－Ａ線断面図である。
【図２】（１）は従来のずれ止め具を設けた鋼管杭とフーチング基礎との接合構造の断面
図、（２）は従来のずれ止め具を設けた鋼管の断面図、（３）は（２）のＢ－Ｂ線断面図
である。
【符号の説明】
１、１１　鋼管杭
１ａ　鋼管
２、１２　フーチング基礎
３、１３　連結筋
４　地盤
５　コンクリート
６　スタッドボルト
７、１４　ずれ止め具
８　縦筋
９　帯筋
１０　捨てコンクリート
１５　下げ止め片
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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